
（参考）土地白書テーマの変遷（過去１０年間）

令和６年 「サステナブル（持続可能）な土地利用・管理に向けた取組」

令和５年 「適正な土地の利用・管理及び円滑な取引に向けたデジタル技術の活用」

令和４年 「人口減少社会における所有者不明土地対策等の取組と関連施策の動向」

令和３年 「国民の生命・生活を守るための土地利用等に係る取組」
① 新型コロナウイルス感染症による不動産市場等への影響と対応
② 防災・減災に対応した土地等の活用
③ 東日本大震災からの復旧・復興の状況と土地利用に関する取組

令和２年 「人口減少社会における土地の利用と管理を巡る動向」

令和元年 「平成時代における土地政策の変遷と土地・不動産市場の変化」
「人生100年時代を見据えた社会における土地・不動産の活用」

平成30年 「明治期からの我が国における土地をめぐる状況の変化と土地政策の変遷」
「所有者不明土地問題を取り巻く国民の意識と対応」

平成29年 「成長分野による新たな土地需要を踏まえた土地・不動産の最適活用」
「空き地等の創造的活用による地域価値の維持・向上」

平成28年 「東日本大震災の発生から５年が経過した被災地における土地利用の現状」
「社会変化に対応した既存ストックの有効活用と不動産情報の多様化」

平成27年 「人口減少社会に対応した土地利用」
「自然災害の発生の可能性を踏まえた土地利用」
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